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が生じましたのでお知らせいたします。また、通期業績予想を修正しましたので、あわせてお知らせいたします。

前回発表予想(Ａ) 39,400 68 円 34 銭
実績値（Ｂ） 40,024 101 円 32 銭

増減額(Ｂ－Ａ) 624
増減率（％） 1.6

（ご参考）前期第２四半期実績
（平成27年３月期第２四半期）

２. 平成28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年４月１日 ～ 平成28年３月31日）

前回発表予想(Ａ) 80,300 156 円 77 銭
今回修正予想(Ｂ) 80,700 160 円 10 銭
増減額(Ｂ－Ａ) 400
増減率（％） 0.5

（ご参考）前期実績
（平成27年３月期）

３. 平成28年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値との差異（平成27年４月１日 ～ 平成27年９月30日）

前回発表予想(Ａ) 20 円 10 銭
実績値(Ｂ) 46 円 26 銭

増減額(Ｂ－Ａ)
増減率（％）

（ご参考）前期第２四半期実績
（平成27年３月期第２四半期）

４. 平成28年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成27年４月１日 ～ 平成28年３月31日）

前回発表予想(Ａ) 48 円 24 銭
今回修正予想(Ｂ) 73 円 89 銭
増減額(Ｂ－Ａ)
増減率（％）

（ご参考）前期実績
（平成27年３月期）
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１. 平成28年３月期第２四半期連結累計期間業績予想数値との差異（平成27年４月１日 ～ 平成27年９月30日）
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平成27年５月12日に公表しました平成28年３月期 第２四半期連結累計期間業績予想と、本日公表の実績値に差異
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５. 差異及び修正の理由

以上

（１）　連結

通期事業年度につきましては、有価証券売却益の減少が予想されるものの、第２四半期までの業績上振れ等により

前回予想を上回る見込みであります。

経常利益と四半期純利益は売上高の増加、原価改善等により前回予想を上回りました。

業績下振れが予想されますので、前回予想とほぼ同水準になる見込みであります。

（２）　個別

（注）上記の業績予想は、本資料の発表現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

第２四半期累計期間につきましては、ハウスウエア分野の販売好調を主因として売上高が前回予想を上回りました。

第２四半期連結累計期間につきましては、個別業績の売上高と営業利益の上振れを主因として、売上高、営業利益

は、共に前回予想を上回りました。経常利益と親会社株主に帰属する四半期純利益は、営業利益の増加に為替差

益の発生が加わり、前回予想を上回りました。

通期連結会計年度につきましては、中国をはじめとする新興国経済減速の影響等で第３四半期以降、海外子会社の


